
概要

この章は次のトピックで構成されています。

•概要（1ページ）
•外部機能（6ページ）
•サーバ機能の概要（37ページ）
•サービス可能なコンポーネントの場所（46ページ）

概要
Cisco UCS C240 M6は、スタンドアロン環境としても、Cisco Unified Computing System（Cisco
UCS）の一部としても動作可能な、スタンドアロン 2Uラックサーバーシャーシです。

Cisco UCS C240 M6サーバは、1基または 2基の CPU構成で最大 2基の第 3世代 Intel®Xeon®
スケーラブルプロセッサをサポートします。

サーバは以下をサポートします。

• CPUあたり 16個の DIMMスロット。3200 MHz DDR4 DIMM用で、容量は最大 128 GB
DIMM。

•次のいずれかを装着したデュアルCPU構成では、その構成に応じて、最大 8 TBまたは 12
TBのメモリをサポート。

• 32本の 128 GB DDR DIMM。または 16本の 128 GB DDR4 DIMMと 16本の 512 GB
Intel®Optane™永続メモリモジュール（DCPMM）の DIMMメモリ構成。

•サーバは、大型フォームファクタ（LFF）と小型フォームファクタ（SFF）フロントロー
ディングドライブのどちらで構成されているかによって、サポートするドライブ構成が変

わりませす。

• C240 M6 12 LFFは、最大で 4台の LFF HDDによる、ミッドプレーンマウントストレージ
をサポート。

•サーバブート用に最大 2枚のM.2 SATA RAIDカード。

•リアストレージライザー（各 2スロット）

概要

1



•リア PCIeライザー X 1（3スロット）

•書き込みキャッシュバックアップ用の SuperCapまたは SAS HBA用の 12 G SAS RAIDコ
ントローラ用の内部スロット。

•シリーズ 14xx/15xxx Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）を取り付け可能な専用の
LAN over motherboardカード（mLOM）、またはサードパーティ製 NICを介したネット
ワーク接続。これらのオプションは、サーバマザーボードに組み込まれた Intel x550
10Gbase-T mLOMポートに追加されます。

• 1つのmLOM/VICカードが 10/25/40/50/100 Gbpsを提供します。次のmLOMがサポートさ
れています。

• Cisco UCS VIC 15238デュアルポート 40/100G QSFP28 mLOM（UCSC-M-V5D200G）
は以下をサポートします。

•ラックサーバへの x16 PCIe Gen4ホストインターフェイス

• 2個の 40G/100G QSFP28ポート

• 4GB DDR4メモリ、3200 MHz

•最適な換気のための一体型ブロワー

• Cisco UCS VIC 15428クワッドポート CNA MLOM（UCSC-M-V5Q50G）は以下をサ
ポートします。

•ラックサーバへの x16 PCIe Gen4ホストインターフェイス

• 4つの 10G/25G/50G SFP56ポート

• 4GB DDR4メモリ、3200 MHz

•最適な換気のための一体型ブロワー

• Cisco UCS VIC 1467クアッドポート 10/25G SFP28 mLOM（UCSC-M-V25-04）

•ラックサーバへの x16 PCIe Gen3ホストインターフェイス

• 4つの 10G/25G QSFP28ポート

• 2GB DDR3メモリ、1866 MHz

• Cisco UCS VIC 1477デュアルポート 40/100G QSFP28（UCSC-M-V100-04）

•ラックサーバへの x16 PCIe Gen3ホストインターフェイス

• 2個の 40G/100G QSFP28ポート

• 2GB DDR3メモリ、1866 MHz
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これらのオプションは、サーバマザーボードに組み込まれた Intel x550 10Gbase-T mLOM
ポートに追加されます。

•一部のサードパーティ VICに加えて、次の仮想インターフェイスカード (VIC)がサポー
トされています。

• Cisco UCS VIC 15425クアッドポート 10G/25G/50G SFP56 CNA PCIe
（UCSC-P-V5Q50G）

•ラックサーバへの x16 PCIe Gen4ホストインターフェイス

• 4つの 10G/25G/50G SFP+/SFP28/SFP56ポート

• 4GB DDR4メモリ、3200 MHz

•最適な換気のための一体型ブロワー

•セキュアブートのサポート

• Cisco UCS VIC 15235デュアルポート 40G/100G/200G QSFP56 CNA PCIe
（UCSC-P-V5D200G）

•ラックサーバへの x16 PCIe Gen4ホストインターフェイス

• 2つの 40G/100G/200G QSFP/QSFP28/QSFP56ポート

• 4GB DDR4メモリ、3200 MHz

•最適な換気のための一体型ブロワー

•セキュアブートのサポート

• Cisco UCS VIC 1455クアッドポート 10/25G SFP28 PCIe（UCSC-PCIE-C25Q-04=）

• Cisco UCS VIC 1495デュアルポート 40/100G QSFP28 CNA PCIe
（UCSC-PCIE-C100-042)）

• N + 1電源構成をサポートする 2つの電源（PSU）。

•ホットスワップ可能な 6基のモジュール型ファン。

サーバ構成、LFF

サーバは、LFFドライブ用に次の構成で注文できます。

• Cisco UCS C240 M6 LFF 12（UCSC-C240-M6L）：大型フォームファクタ（LFF）ドライ
ブ、12ドライブバックプレーン。

•フロントローディングドライブベイ 1～12で 3.5インチ SAS/SATAドライブをサポー
ト。

•ミッドプレーンドライブケージで4台のドライブをサポート（3.5インチSAS専用）。
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•オプションで、リアローディングドライブベイは 2台または 4台の SAS/SATAまた
は NVMeドライブをサポート。

サーバ構成、SFF 12 SAS/SATA

SFF 12 SAS/SATA構成（UCSC-C240-M6-S）は、12台の SFFドライブとオプションのオプティ
カルドライブで構成できます。また、SFF構成は、I/Oセントリック構成またはストレージセ
ントリック構成のいずれかとして注文できます。このサーバは以下をサポートします。

•ドライブ 12台用のバックプレーンで、最大 12台の小型フォームファクタ（SFF）ドライ
ブをサポート。

•フロントローディングドライブベイ 1～12で最大 12台の 2.5インチ SAS/SATAドラ
イブをサポート。

•オプションで、フロントローディングドライブベイ 1～4で 2.5インチNVMe SSDを
サポート。この構成では、最大4台までの任意の数のNVMeドライブを取り付けられ
ます。

NVMeドライブは、デュアル CPUサーバでのみサポートされま
す。

（注）

•サーバは、SATAインターポーザカードを装備するように構成できます。サーバで
SATAインターポーザカードを使用する場合は、最大 8台の SATA専用ドライブを構
成できます。これらのドライブは、スロット1〜8にのみ取り付けることができます。

•ドライブベイ 5～12は、SAS/SATA SSDまたは HDDのみをサポートします。NVMe
はサポートしません。

•オプションで、リアローディングドライブベイは 4台の 2.5インチ SAS /SATAまた
は NVMeドライブをサポート。

サーバ構成、24 SFF SAS/SATA

SFF 24 SAS/SATA構成（UCSC-C240-M6SX）は、I/Oセントリック構成またはストレージセン
トリック構成のいずれかとして注文できます。このサーバは以下をサポートします。

•ドライブ 24台用のバックプレーンで、最大 24台の小型フォームファクタ（SFF）ドライ
ブをサポート。

•フロントローディングドライブベイ 1～24で、2.5インチの SAS/SATA SSDまたは
HDDをサポート。

•オプションで、フロントローディングドライブベイ 1～4で 2.5インチNVMe SSDを
サポート。この構成では、最大4台までの任意の数のNVMeドライブを取り付けられ
ます。
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NVMeドライブは、デュアル CPUサーバでのみサポートされま
す。

（注）

•ドライブベイ 5～24は、SAS/SATA SSDまたは HDDのみをサポートします。NVMe
はサポートしません。

•オプションで、リアローディングドライブベイは 4台の 2.5インチ SAS /SATAまた
は NVMeドライブをサポート。

•オプションとして、このサーバは「GPU対応」の構成で注文できます。このオプショ
ンでは、サーバの最初の注文時にGPUが購入されていない場合でも、後日GPUを追
加できます。

シスコのオンライン注文および構成ツールを使用して GPU対応
構成を注文するには、GPUエアダクト PIDを選択して GPU対応
の構成を有効にする必要があります。ツールに表示される追加の

ルールに従います。詳細については、GPUカードの構成規則を
参照してください。

（注）

サーバ構成、12 NVMe

SFF 12 NVMe構成（UCSC-C240-M6N）は、NVMe専用サーバとして発注できます。NVMe最
適化サーバには 2基の CPUが必要です。このサーバは以下をサポートします。

• NVMeに最適化されたドライブ 12台用のバックプレーンで、最大 12台の SFF NVMeド
ライブを SSDとしてサポート。

•フロントローディングドライブベイ 1～12で 2.5インチの NVMe PCIe SSDのみをサ
ポート。

• 2つのリアロードドライブベイは 2台の 2.5インチ NVMe SSDのみをサポート。こ
れらのドライブベイは、背面パネルの左側にある上部と中央のスロットです。

サーバ構成、24 NVMe

SFF 24 NVMe構成（UCSC-C240-M6SN）は、NVMe専用サーバとして発注できます。NVMe
最適化サーバには 2基の CPUが必要です。このサーバは以下をサポートします。

• NVMeに最適化された 24ドライブバックプレーンにより、SSDとして最大 24台の SFF
NVMeドライブをサポート。

•フロントローディングドライブベイ 1～24で 2.5インチ NVMe PCIe SSDのみをサ
ポート。
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• 2つのリアロードドライブベイは 2台の 2.5インチ NVMe SSDのみをサポート。こ
れらのドライブベイは、背面パネルの左側にある上部と中央のスロットです。

•オプションとして、このサーバは「GPU対応」の構成で注文できます。このオプショ
ンでは、サーバの最初の注文時にGPUが購入されていない場合でも、後日GPUを追
加できます。

シスコのオンライン注文および構成ツールを使用して GPU対応
構成を注文するには、GPUエアダクト PIDを選択して GPU対応
の構成を有効にする必要があります。ツールに表示される追加の

ルールに従います。詳細については、GPUカードの構成規則を
参照してください。

（注）

外部機能
このトピックでは、様々な構成のサーバの外部機能について説明します。

LEDの状態の定義については、前面パネルの LEDを参照してください。

Cisco UCS C240 M6サーバ 24 SAS/SATAの前面パネルの機能

次の図に、小型フォームファクタ（SFF）、24 SAS/SATAドライブバージョンのサーバであ
る Cisco UCS C240 M6SXの前面パネル機能を示します。フロントローディングドライブは、
最大 4台の SFF NVMeまたは SFF SAS/SATAドライブをサポートするために、スロット 1〜4
で組み合わせることができます。任意の数の NVMeドライブを搭載した UCS C240 M6サーバ
は、デュアル CPUシステムである必要があります。

この構成では、背面の PCIeスロットで最大 4台のオプションの SAS/SATAドライブをサポー
トできます。

概要
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図 1 : Cisco UCS C240 M6サーバ 24 SAS/SATA前面パネル

ユニット識別 LED2電源ボタン/電源ステータス LED1

ファンステータス LED4システムステータス LED3

電源装置ステータス LED6温度ステータス LED5

ドライブステータス LED8ネットワークリンクアクティビティ LED7

KVMコネクタ（DB-15 VGA X 1、DB-9シリアル X
1、USB 2.0 X 2コネクタ接続用の KVMケーブルで
使用）

10NVMeドライブベイ、フロントロード

ドライブベイ 1〜24は、フロントローディング
SFF SAS/SATAドライブをサポートします。

ドライブベイ 1～4は SAS/SATAハードドライ
ブ、ソリッドステートドライブ (SSD)またはNVMe
PCIeドライブをサポートします。最大4台のNVMe
ドライブをこれらのスロットに装着できます。

ドライブベイ 5～ 24は SAS/SATAハードドライ
ブおよびソリッドステートドライブ（SSD）のみ
をサポートします。

ドライブベイには 1〜24の番号が付けられ、ベイ
1が左端のベイになります。

9
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Cisco UCS C240 M6サーバ 12 SAS/SATAドライブの前面パネルの機能

次の図に、小型フォームファクタ（SFF）、12 SAS/SATAドライブバージョンのサーバであ
る Cisco UCS C240 M6Sの前面パネルの機能を示します。フロントローディングドライブは、
最大 4台の SFF NVMeまたは SFF SAS/SATAドライブをサポートするために、スロット 1〜4
で組み合わせることができます。任意の数の NVMeドライブを搭載した UCS C240 M6サーバ
は、デュアル CPUシステムである必要があります。

この構成では、背面の PCIeスロットで最大 4つのオプションの SAS/SATAまたは NVMeドラ
イブをサポートできます。

LEDの状態の定義については、前面パネルの LEDを参照してください。

図 2 : Cisco UCS C240 M6サーバ（SFF SAS/SATA、12ドライブ）の前面パネル

ユニット識別 LED2電源ボタン/電源ステータス LED1

ファンステータス LED4システムステータス LED3

電源装置ステータス LED6温度ステータス LED5

ドライブステータス LED8ネットワークリンクアクティビティ LED7
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ドライブベイ 13〜24は板金でブロックされていま
す。

10ドライブベイの前面ローディング

ドライブベイ 1〜12は、フロントローディング
SFF SAS/SATAドライブをサポートします。

ドライブベイ 1～4は SAS/SATAハードドライ
ブ、ソリッドステートドライブ (SSD)のみならず
NVMe PCIeドライブもサポートします。最大 4台
のNVMeドライブをこれらのスロットに装着でき
ます。

ドライブベイ 5～ 12は SAS/SATAハードドライ
ブおよびソリッドステートドライブ（SSD）のみ
をサポートします。

ドライブベイには 1〜24の番号が付けられ、ベイ
1が左端のベイになります。

サーバに SATAインターポーザカード
がある場合は、スロット 1〜8で最大
8台の SATAドライブがサポートされ
ます。

（注）

9

-KVMコネクタ（DB-15 VGA X 1、DB-9シリアル
X 1、USB 2.0 X 2コネクタ接続用の KVMケーブ
ルで使用）

11

Cisco UCS C240 M6サーバ 12 SAS/SATAドライブ（プラスオプティカル）前面パネルの機能

次の図に、小型フォームファクタ（SFF）、12ドライブドライブバージョンのサーバである
Cisco UCS C240 M6Sの前面パネルの機能を示します。フロントローディングドライブは、最
大 4台の SFF NVMeまたは SFF SAS/SATAドライブをサポートするために、スロット 1〜4で
組み合わせることができます。任意の数の NVMeドライブを搭載した UCS C240 M6サーバ
は、デュアル CPUシステムである必要があります。

この構成では、背面の PCIeスロットで最大 4台のオプションの SAS/SATAドライブをサポー
トできます。

LEDの状態の定義については、前面パネルの LEDを参照してください。
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図 3 : Cisco UCS C240 M6サーバ 12 SAS/SATA Plusオプティカルドライブ、前面パネルの機能

ユニット識別 LED2電源ボタン/電源ステータス LED1

ファンステータス LED4システムステータス LED3

電源装置ステータス LED6温度ステータス LED5

ドライブステータス LED8ネットワークリンクアクティビティ LED7

ドライブベイ 13〜24は板金でブロックされていま
す。

10ドライブステータス LED

ドライブベイ 1〜12は、フロントローディング
SFFドライブをサポートします。

ドライブベイ 1～4は SAS/SATAハードドライ
ブ、ソリッドステートドライブ (SSD)のみならず
NVMe PCIeドライブもサポートします。最大 4台
のNVMeドライブをこれらのスロットに装着でき
ます。

サーバに SATAインターポーザカード
がある場合は、スロット 1〜8で最大
8台の SATAドライブがサポートされ
ます。

（注）

9
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オプションのオプティカル DVDドライブは水平に
取り付けられます。

12KVMコネクタ（DB-15 VGA X 1、DB-9シリアル
X 1、USB 2.0 X 2コネクタ接続用の KVMケーブ
ルで使用）

11

Cisco UCS C240 M6サーバ 12 NVMeドライブの前面パネルの機能

次の図に、小型フォームファクタ（SFF）ドライブ、12 NVMeドライブバージョンのサーバ
である Cisco UCS C240M6Nの前面パネルの機能を示します。フロントローディングドライブ
はすべて NVMe専用です。任意の数の NVMeドライブを搭載した UCS C240 M6サーバは、
デュアル CPUシステムである必要があります。

この構成では、背面の PCIeスロットで最大 2つのオプションの NVMeドライブをサポートで
きます。

LEDの状態の定義については、前面パネルの LEDを参照してください。

図 4 : Cisco UCS C240 M6サーバ 12 NVMeの前面パネル

ユニット識別 LED2電源ボタン/電源ステータス LED1

ファンステータス LED4システムステータス LED3

電源装置ステータス LED6温度ステータス LED5
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ドライブステータス LED8ネットワークリンクアクティビティ LED7

ドライブベイ 13〜24は板金でブロックされていま
す。

10ドライブベイ 1〜12は、フロントローディング
SFF NVMeドライブのみをサポートします。

ドライブベイには 1〜12の番号が付けられ、ベイ
1が左端のベイになります。

9

-KVMコネクタ（DB-15 VGA X 1、DB-9シリアル
X 1、USB 2.0 X 2コネクタ接続用の KVMケーブ
ルで使用）

11

Cisco UCS C240 M6サーバ 24 NVMeドライブの前面パネルの機能

次の図に、小型フォームファクタ（SFF）ドライブ、24 NVMeドライブバージョンのサーバ
である Cisco UCS C240 M6SNの前面パネルの機能を示します。フロントローディングドライ
ブはすべて NVMeです。 SAS/SATAドライブはサポートされていません。任意の数の NVMe
ドライブを搭載した UCS C240 M6サーバは、デュアル CPUシステムである必要があります。

この構成では、背面の PCIeスロットで最大 2つのオプションの NVMeドライブをサポートで
きます。

図 5 : Cisco UCS C240 M6サーバ 24 NVMeの前面パネル
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ユニット識別 LED2電源ボタン/電源ステータス LED1

ファンステータス LED4システムステータス LED3

電源装置ステータス LED6温度ステータス LED5

ドライブステータス LED8ネットワークリンクアクティビティ LED7

ドライブベイ 1〜24は、フロントローディング SFF
NVMeドライブをサポートします。

ドライブベイには 1〜24の番号が付けられ、ベイ 1
が左端のベイになります。

10ドライブステータス LED9

-KVMコネクタ（DB-15 VGA X 1、DB-9シリアル
X 1、USB 2.0 X 2コネクタ接続用の KVMケーブ
ルで使用）

11

Cisco UCS C240 M6サーバ 12 LFFドライブの前面パネルの機能

次の図に、大型フォームファクタ（LFF）構成サーバの前面パネルの機能を示します。このバー
ジョンのサーバは、12台の 3.5インチ LFF SAS専用フロントローディングハードディスクド
ライブ（HDD）と、最大 4台の 3.5インチ LFFミッドプレーン搭載 HDDをサポートします。
オプションで、サーバは SAS、SATA、または NVMeとして最大 4台の SFFドライブを背面
PCIeスロットでサポートできます。

LEDの状態の定義については、前面パネルの LEDを参照してください。
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図 6 : Cisco UCS C240 M6サーバ 12 LFFドライブの前面パネル

ユニット識別 LED2電源ボタン/電源ステータス LED1

ファンステータス LED4システムステータス LED3

電源装置ステータス LED6温度ステータス LED5

ドライブステータス LED8ネットワークリンクアクティビティ LED7

ドライブベイ 1〜12は、フロントローディング LFF
SAS専用ドライブをサポートします。

ドライブベイには 1〜12の番号が付けられ、ベイ 1
が左端のベイ、12が右下のベイです。

10KVMコネクタ（DB-15 VGA X 1、DB-9シリアル
X 1、USB 2.0 X 2コネクタ接続用の KVMケーブ
ルで使用）

9

共通背面パネルの機能

次の図は、サーバのすべてのモデルに共通の背面パネルハードウェア機能を示しています。
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電源装置（2、1+1として冗長）

仕様およびサポートされるオプションについては、

電力仕様を参照してください。

2背面ハードウェアの構成オプション:

• I/O中心の場合、これらはPCIeスロットです。

•ストレージ中心の場合、これらはストレージ
ドライブベイです。

この図は、未装着のスロットを示しています

1

シリアルポート（RJ-45コネクタ）4VGAビデオポート（DB-15コネクタ）3

USB 3.0ポート X 261-Gb/10-Gb自動ネゴシエーションイーサネット
ポート、2（クラスタ内のポート 1および 2）。

これらの LANポート（LAN1および LAN2）は、
1 Gbpsおよび 10 Gbpsをサポートし、リンクパー
トナーの機能に基づいて最適な速度に自動ネゴシ

エートします。

クラスタ内の 3番目のポートは、専用の 1 Gb管理
ポートです。

5

モジュール型 LAN on Motherboard（mLOM）カード
スロット（X 16）

8背面ユニット識別ボタン/LED7

Cisco UCS C240 M6サーバ 24ドライブの背面パネル、I/O中心

Cisco UCS C240 M6 24 SAS/SATA SFFバージョンには、I /O（I /O中心）またはストレージ（ス
トレージ中心）用の背面構成オプションがあります。サーバに PCIeスロットを提供する I/O
中心バージョンと、サーバにドライブベイを提供するストレージ中心バージョンです。

次の図は、Cisco UCS C240 M6SXの I/O中心バージョンの背面パネルの機能を示しています。

•サーバのすべてのバージョンに共通の機能については、「共通の背面パネル機能」を参照
してください。

• LEDの状態の定義については、背面パネルの LEDを参照してください。

概要

15

概要

外部機能

b-c240-m6-install-guide_appendix1.pdf#nameddest=unique_10
b-c240-m6-install-guide_chapter3.pdf#nameddest=unique_11


ライザー 2A2ライザー 1A1

--ライザー3Aまたは3C3

次の表に、このバージョンのサーバのライザーオプションを示します。

表 1 : Cisco UCS C240 M6 24 SFF SAS/SATA/NVMe（UCSC-C240-M6SX）

オプションライザー

ライザー1Aは、下から上に番号が付けられた
3つの PCIeスロットをサポートします。

•スロット 1 =フルハイト、3/4レングス、
x8、NCSI

•スロット2=フルハイト、フルレングス、
x16、NCSI

•スロット3=フルハイト、フルレングス、
x8、NCSIなし

ライザー 1

このライザーは I/O中心で、CPU1またはCPU
2によって制御されます。

ライザー 2Aは 3つの PCIeスロットをサポー
トします。

•スロット 1 =フルハイト、3/4レングス、
x8、NCSI

•スロット2=フルハイト、フルレングス、
x16、NCSI

•スロット3=フルハイト、フルレングス、
x8、NCSIなし

ライザー 2

このライザーは I/O中心で、CPU 2によって
制御されます。
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オプションライザー

ライザー 3Aは 2つの PCIeスロットをサポー
トします。

•スロット7はフルハイト、フルレングス、
x8

•スロット8はフルハイト、フルレングス、
x8

ライザー 3Cは GPUのみをサポートします。

• 1個のフルハイト、フルレングス、ダブル
幅 GPU (PCIeスロット 7のみ)、x16

•スロット 8はダブル幅GPUでブロックさ
れています

ライザー 3

このライザーは I/O中心で、CPU 2によって
制御されます。

Cisco UCS C240 M6サーバ 12 SAS/SATAドライブの背面パネル、I/O中心

Cisco UCS C240 M6 12 SAS/SATA SFFバージョンには、I /O（I /O中心）またはストレージ（ス
トレージ中心）用の背面構成オプションがあります。サーバに PCIeスロットを提供する I/O
中心バージョンと、サーバにドライブベイを提供するストレージ中心バージョンです。

このバージョンのサーバには、サーバの前面に DVDドライブ用のオプションがあります。こ
こに示す背面パネルは、標準サーバとDVDドライブバージョンのサーバの両方で同じです。

（注）

次の図は、Cisco UCS C240 M6Sの I/O中心バージョンの背面パネルの機能を示しています。

•サーバのすべてのバージョンに共通の機能については、「共通の背面パネル機能」を参照
してください。

• LEDの状態の定義については、背面パネルの LEDを参照してください。

ライザー 2A2ライザー 1A1

-ライザー3Aまたは3C3
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次の表に、このバージョンのサーバのライザーオプションを示します。

表 2 : Cisco UCS C240 M6 12 SFF SAS/SATA（USC-C240M6-S）

オプションライザー

ライザー1Aは、下から上に番号が付けられた
3つの PCIeスロットをサポートします。

•スロット 1 =フルハイト、3/4レングス、
x8、NCSI

•スロット2=フルハイト、フルレングス、
x16、NCSI

•スロット3=フルハイト、フルレングス、
x8、NCSIなし

ライザー 1

このライザーは I/O中心で、CPU 1によって
制御されます。

ライザー 2Aは 3つの PCIeスロットをサポー
トします。

•スロット 4 =フルハイト、3/4レングス、
x8、NCSI

•スロット5=フルハイト、フルレングス、
x16、NCSI

•スロット6=フルハイト、フルレングス、
x8、NCSIなし

ライザー 2

このライザーは I/O中心で、CPU 2によって
制御されます。

ライザー 3Aは 2つの PCIeスロットをサポー
ト

•スロット7=フルハイト、フルレングス、
x8、NCSIなし

•スロット8=フルハイト、フルレングス、
x8、NCSIなし

•ライザー 3Cは GPUのみをサポートしま
す。

• 1個のフルハイト、フルレングス、ダ
ブル幅 GPU (PCIeスロット 7のみ)、
x16

•スロット 8はダブル幅GPUでブロッ
クされています

ライザー 3

このライザーは I/O中心で、CPU 2によって
制御されます。

概要
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Cisco UCS C240 M6サーバ 24 NVMeドライブの背面パネル、I/O中心

Cisco UCS C240 M6 12 SAS/SATA SFFバージョンには、I /O（I /O中心）またはストレージ（ス
トレージ中心）用の背面構成オプションがあります。サーバに PCIeスロットを提供する I/O
中心バージョンと、サーバにドライブベイを提供するストレージ中心バージョンです。

次の図は、Cisco UCS C240 M6SNの I/O中心バージョンの背面パネルの機能を示しています。

•サーバのすべてのバージョンに共通の機能については、「共通の背面パネル機能」を参照
してください。

• LEDの状態の定義については、背面パネルの LEDを参照してください。

次の表に、このバージョンのサーバのライザーオプションを示します。

ライザー 2A2ライザー 1A1

-ライザー 3A、3B、ま
たは 3C（サポート対
象外）

3

表 3 : Cisco UCS C240 M6 24 SFF NVMe（UCSC-C240M6-SN）

オプションライザー

ライザー 1Aは 3つの PCIeスロットをサポー
トします。

•スロット 1 =フルハイト、3/4レングス、
x8、NCSI

•スロット2=フルハイト、フルレングス、
x16、NCSI

•スロット3=フルハイト、フルレングス、
x8、NCSIなし

ライザー 1

このライザーは I/O中心で、CPU1またはCPU
2によって制御されます。
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オプションライザー

ライザー 2Aは 3つの PCIeスロットをサポー
トします。

•スロット 4はフルハイト、3/4レングス、
x8

•スロット5はフルハイト、フルレングス、
x16

•スロット6はフルハイト、フルレングス、
x8

ライザー 2A

このライザーは I/O中心で、CPU 2によって
制御されます。

ライザー 3A、3B、および 3Cはサポートされ
ていません。

ライザー 3

Cisco UCS C240 M6サーバ 12 NVMeドライブの背面パネル、I/O中心

Cisco UCS C240 M6 12 SAS/SATA SFFバージョンには、I /O（I /O中心）またはストレージ（ス
トレージ中心）用の背面構成オプションがあります。サーバに PCIeスロットを提供する I/O
中心バージョンと、サーバにドライブベイを提供するストレージ中心バージョンです。

次の図は、Cisco UCS C240 M6Nの I/O中心バージョンの背面パネルの機能を示しています。

•サーバのすべてのバージョンに共通の機能については、「共通の背面パネル機能」を参照
してください。

• LEDの状態の定義については、背面パネルの LEDを参照してください。

次の表に、このバージョンのサーバのライザーオプションを示します。

ライザー 2A2ライザー 1A1

-ライザー 3A、3B、ま
たは 3C（サポート対
象外）

3
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表 4 : Cisco UCS C240 M6 24 SFF NVMe（UCSC-C240M6-SN）

オプションライザー

ライザー 1Aは 3つの PCIeスロットをサポー
トします。

•スロット 1 =フルハイト、3/4レングス、
x8、NCSI

•スロット2=フルハイト、フルレングス、
x16、NCSI

•スロット3=フルハイト、フルレングス、
x8、NCSIなし

ライザー 1

このライザーは I/O中心で、CPU1またはCPU
2によって制御されます。

ライザー 2Aは 3つの PCIeスロットをサポー
トします。

•スロット 4 =フルハイト、3/4レングス、
x8、NCSI

•スロット5=フルハイト、フルレングス、
x16、NCSI

•スロット6はフルハイト、フルレングス、
x8

ライザー 2A

このライザーは I/O中心で、CPU 2によって
制御されます。

ライザー 3A、3B、および 3Cはサポートされ
ていません。

ライザー 3

Cisco UCS C240 M6サーバ 24ドライブの背面パネル、ストレージ中心

Cisco UCS C240 M6 24 SAS/SATA SFFバージョンには、I /O（I /O中心）またはストレージ（ス
トレージ中心）用の背面構成オプションがあります。サーバに PCIeスロットを提供する I/O
中心バージョンと、サーバにドライブベイを提供するストレージ中心バージョンです。

次の図に、Cisco UCS C240 M6SXのストレージ中心バージョンの背面パネルの機能を示しま
す。

•サーバのすべてのバージョンに共通の機能については、「共通の背面パネル機能」を参照
してください。

• LEDの状態の定義については、背面パネルの LEDを参照してください。
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次の表に、このバージョンのサーバのライザーオプションを示します。

ライザー 2A（サポー
ト対象外）

2ライザー 1B1

-ライザー 3B、3C3

表 5 : Cisco UCS C240 M6 24 SFF SAS/SATA/NVMe（UCSC-C240-M6SX）

オプションライザー

ライザー 1Bは 2台の SFF SAS/SATA/NVMe
ドライブをサポート

•スロット 1は予約済み

•スロット 2（ドライブベイ 102）、x4

•スロット 3（ドライブベイ 101）、x4

サーバがハードウェアRAIDコントローラカー
ドを使用する場合は、背面ベイでは SAS/シリ
アル ATA HDDまたは SSD、あるいは NVMe
PCIe SSDがサポートされます。

ライザー 1

このライザーはストレージ中心で、CPU 2に
よって制御されます。

ライザー2Aは、ストレージ中心バージョンの
サーバではサポートされていません。

ライザー 2

このライザーは I/O中心で、CPU 2によって
制御されます。
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オプションライザー

ライザー 3Bには、2つの SFFドライブ
（NVMe）をサポートできる2つのPCIeスロッ
トがあります。

•スロット 7（ドライブベイ 104）、x4

•スロット 8（ドライブベイ 103）、x4

サーバがハードウェアRAIDコントローラカー
ドを使用する場合は、背面ベイでは SAS/シリ
アル ATA HDDまたは SSD、あるいは NVMe
PCIe SSDがサポートされます。

ライザー 3Cには、GPUをサポートできる 2
つの PCIeスロットがあります。

•スロット7は、1つのフルハイト、フルレ
ングス、ダブル幅 GPU、x16

•ダブル幅 GPUが取り付けられている場
合、スロット 8はブロックされる

ライザー 3

このライザーはCPU2によって制御されます。

Cisco UCS C240 M6サーバ 12ドライブの背面パネル、ストレージ中心

Cisco UCS C240 M6 12 SAS/SATA SFFバージョンには、I /O（I /O中心）またはストレージ（ス
トレージ中心）用の背面構成オプションがあります。サーバに PCIeスロットを提供する I/O
中心バージョンと、サーバにドライブベイを提供するストレージ中心バージョンです。

次の図に、CiscoUCSC240M6Sのストレージ中心バージョンの背面パネルの機能を示します。

•サーバのすべてのバージョンに共通の機能については、「共通の背面パネル機能」を参照
してください。

• LEDの状態の定義については、背面パネルの LEDを参照してください。

次の表に、このバージョンのサーバのライザーオプションを示します。

ライザー 2A2ライザー 1A1
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-ライザー 3B、3C3

表 6 : Cisco UCS C240 M6 12 SFF SAS/SATA（CSC-C240M6-S）

オプションライザー

ライザー1Aは、サーバのストレージ中心バー
ジョンではサポートされません。

ライザー 1

ライザー2Aは、サーバのストレージ中心バー
ジョンではサポートされません。

ライザー 2

ライザー 3Bは、2つの SFFドライブ
（SAS/SATA/NVMe）をサポートできます。

•スロット 7（ドライブベイ 104）、x4

•スロット 8（ドライブベイ 103）、x4

HWRAIDコントローラカードを使用する場合
は、背面ベイでは SAS/SATA ATA HDDまた
は SSD、あるいはNVMePCIe SSDがサポート
されます。

ライザー 3Cには、GPUをサポートできる 2
つの PCIeスロットがあります。

•スロット7は、1つのフルハイト、フルレ
ングス、ダブル幅 GPU、x16

•ダブル幅 GPUが取り付けられている場
合、スロット 8はブロックされる

ライザー 3

このライザーはストレージ中心で、CPU 2に
よって制御されます。

Cisco UCS C240 M6サーバ 24 NVMeドライブの背面パネル、ストレージ中心

Cisco UCS C240M6 24 NVMe SFFバージョンには、PCIeスロットとストレージ中心バージョン
を使用するサーバの I/O中心バージョンで、I/O（I/O中心）またはストレージ（ストレージ中
心）のいずれかの背面設定オプションがあります。ドライブベイを提供します。

次の図に、Cisco UCS C240 M6SNのストレージ中心バージョンの背面パネルの機能を示しま
す。

•サーバのすべてのバージョンに共通の機能については、「共通の背面パネル機能」を参照
してください。

• LEDの状態の定義については、背面パネルの LEDを参照してください。
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次の表に、このバージョンのサーバのライザーオプションを示します。

ライザー 2A（サポー
ト対象外）

2ライザー 1B1

-ライザー 3A、3B、ま
たは 3C（サポート対
象外）

3

表 7 : Cisco UCS C240 M6 24 SFF NVMe（UCSC-C240M6-SN）

オプションライザー

ライザー1Bは2つのNVMeドライブをサポー
トします。

•スロット 1は予約済み

•スロット 2（ドライブベイ 102）、x4

•スロット 3（ドライブベイ 101）、x4

サーバがハードウェアRAIDコントローラカー
ドを使用する場合は、背面ベイではNVMePCIe
SSDがサポートされます。

ライザー 1B

このライザーはストレージ中心で、CPU 2に
よって制御されます。

ライザー2Aはストレージデバイスをサポート
していません。

ライザー 2

ライザー 3A、3B、および 3Cはサポートされ
ていません。

ライザー 3

Cisco UCS C240 M6サーバ 12 NVMeドライブの背面パネル、ストレージ中心

Cisco UCS C240M6 12 NVMe SFFバージョンには、PCIeスロットとストレージ中心バージョン
を使用するサーバの I/O中心バージョンで、I/O（I/O中心）またはストレージ（ストレージ中
心）のいずれかの背面設定オプションがあります。ドライブベイを提供します。

次の図に、CiscoUCSC240M6Nのストレージ中心バージョンの背面パネルの機能を示します。
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•サーバのすべてのバージョンに共通の機能については、「共通の背面パネル機能」を参照
してください。

• LEDの状態の定義については、背面パネルの LEDを参照してください。

次の表に、このバージョンのサーバのライザーオプションを示します。

ライザー 2A（サポー
ト対象外）

2ライザー 1B1

-ライザー 3A、3B、ま
たは 3C（サポート対
象外）

3

表 8 : Cisco UCS C240 M6 12 SFF NVMe（UCSC-C240-M6N）

オプションライザー

ライザー1Bは2つのNVMeドライブをサポー
トします。

•スロット 1は予約済み

•スロット 2（ドライブベイ 102）、x4

•スロット 3（ドライブベイ 101）、x4

サーバがハードウェアRAIDコントローラカー
ドを使用する場合は、背面ベイではNVMePCIe
SSDがサポートされます。

ライザー 1B

このライザーはストレージ中心で、CPU 2に
よって制御されます。

ライザー2Aはストレージデバイスをサポート
していません。

ライザー 2

ライザー 3A、3B、および 3Cはサポートされ
ていません。

ライザー 3
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Cisco UCS C240 M6サーバ 12 LFFドライブの背面パネル

サーバの SFFバージョンとは異なり、Cisco UCS C240 M6 LFFの背面パネルには 1つのサポー
ト対象ハードウェア構成があります。背面パネルのハードウェア構成には、PCIeスロットとド
ライブベイの両方があります。

次の図は、Cisco UCS C240 LFFの I/O Centricバージョンの背面パネルの機能を示しています。

•サーバのすべてのバージョンに共通の機能については、「共通の背面パネル機能」を参照
してください。

• LEDの状態の定義については、背面パネルの LEDを参照してください。

次の表に、このバージョンのサーバのライザーオプションを示します。

ライザー 2A2ライザー 1B1

-ライザー 3B3
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表 9 : Cisco UCS C240 M6 12 LFF（UCSC-C240-LFF）

オプションライザー

ライザー 1Bは、下から上に番号が付いた 3つ
の PCIeスロットをサポートします。

•スロット 1はドライブコントローラ用に
予約されています。

•スロット 2は 1台のドライブ（ドライブ
ベイ 102）、x4をサポート

•スロット 3は 1台のドライブ（ドライブ
ベイ 101）、x4をサポート

ハードウェア RAIDコントローラカード
または SASを使用する場合

サーバでハードウェアRAIDコントローラカー
ドまたはSASHBAを使用する場合は、背面ベ
イで SAS/SATA HDDまたは SSDがサポート
されます。

NVMe PCIe SSDは、RAIDコントローラを必
要とせずに背面ベイでサポートされます。

ライザー 1

このライザーはCPU1によって制御されます。

ライザー 2Aは 3つの PCIeスロットをサポー
トします。

•スロット 4はフルハイト、3/4レングス、
x8

•スロット5はフルハイト、フルレングス、
x16

•スロット6はフルハイト、フルレングス、
x8

ライザー 2

このライザーはCPU2によって制御されます。
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オプションライザー

ライザー 3Bは 2つのドライブをサポートしま
す。

•スロット 7（ドライブベイ 104）、x4

•スロット 8（ドライブベイ 103）、x4

サーバでハードウェアRAIDコントローラカー
ドまたはSASHBAを使用する場合は、背面ベ
イで SAS/SATA HDDまたは SSDがサポート
されます。

NVMe PCIe SSDは、RAIDコントローラを必
要とせずに背面ベイでサポートされます。

ライザー 3

このライザーはCPU2によって制御されます。

PCIeライザー
次の異なる PCIeライザーオプションを使用できます。

ライザー 1のオプション

このライザーは、ライザー 1Aと 1Bの 2つのオプションをサポートします。

概要

29

概要

PCIeライザー



PCIeスロット 2、フルハイ
ト、フルレングス、x16、
NCSI、GPU対応

2PCIeスロット 1、フルハイ
ト、3/4レングス、x8、NCSI

1
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エッジコネクタ4PCIeスロット 3、フルハイ
ト、フルレングス、x8、NCSI
非対応

3
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ドライブベイ 102、x42PCIeスロット 1、ドライブコ
ントローラ用に予約済み

1

エッジコネクタ4ドライブ 103、x43

ライザ 2

このライザーは 1つのオプション、ライザー 2Aをサポートします。
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PCIeスロット 5、フルハイ
ト、フルレングス、x16

2PCIeスロット 4、フルハイ
ト、3/4長、x8

1

エッジコネクタ4PCIeスロット 6、フルハイ
ト、フルレングス、x16

3
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ライザ 3

このライザーは、3A、3B、3Cの 3つのオプションをサポートします。

PCIeスロット 8、フルハイ
ト、フルレングス、x16

2PCIeスロット 7、フルハイ
ト、フルレングス、x8

1

エッジコネクタ3
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PCIeスロット 8、ドライブベ
イ 103、x4

2PCIeスロット 7、ドライブベ
イ 103、x4

1

エッジコネクタ3
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エッジコネクタ2PCIeスロット 7、フルハイ
ト、フルレングス、ダブル幅

GPU 1基 x16をサポート（ス
ロット 7のみ）

1
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サーバ機能の概要
次の表に、サーバの LFFバージョンと SFFバージョンのサーバ機能の概要を示します。

表 10 :サーバ機能、SFF

説明機能

2ラックユニット（2RU）シャーシシャーシ

1つまたは 2つの第 3世代 Intel Xeonプロセッサ。セントラルプロセッサ

Intel® C621シリーズチップセットチップセット

registered DIMM（RDIMM）または load-reduced DIMM（LRDIMM）用の 32個の
スロットと、Intel®Optane™パーシステントメモリモジュール（DCPMM）のサ
ポート

メモリ

マルチビットエラー保護をサポートします。マルチビットエラー保護

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）は、Matrox G200eビデオ/グラ
フィックスコントローラを使用してビデオを提供します。

•ハードウェアアクセラレーションを備えた内蔵 2Dグラフィックスコアで
す。

•組み込み DDR4メモリインターフェイスは最大 512 MBのアドレス可能メ
モリをサポートします（デフォルトで 8 MBがビデオメモリに割り当てら
れます）

•最大 1920 X 1200 16bpp、60Hzのディスプレイ解像度をサポートします。

•高速な内蔵 24ビット RAMDAC

•第1世代の速度で動作するシングルレーンPCI-Expressホストインターフェ
イス

ビデオ
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説明機能

背面パネル：

• 1 Gbイーサネット専用管理ポート X1（RJ-45コネクタ）

• 1 Gb/10 Gb BASE-Tイーサネット LANポート X 2（RJ-45コネクタ）

デュアル LANポートは、リンクパートナーの機能に応じて 1 Gbpsおよび
10 Gbpsをサポートできます。

• RS-232シリアルポート（RJ-45コネクタ）X 1

• VGAビデオコネクタポート X 1（DB-15コネクタ）

• USB 3.0ポート X 2

前面パネル：

• KVMブレイクアウトケーブルが使用する前面パネルキーボード/ビデオ/マ
ウス（KVM）コネクタ X 1。ブレイクアウトケーブルは、USB 2.0 X 2、
VGA X 1、DB-9シリアルコネクタ X 1を接続可能です。

ネットワークおよび管理 I/O

以下のホットスワップ可能な電源ユニットから最大 2つ選択できます。

• 1050 W（AC）

• 1050 W（DC）

• 1600 W（AC）

• 2300 W（AC）

最低 1台の電源ユニットが必須です。さらに 1台を追加すれば、1 + 1の冗長性
を確保できます。

詳細は、サポートされる電源装置を参照してください。

電力

Advanced Configuration and Power Interface（ACPI）4.0規格をサポートしていま
す。

ACPI

前面パネルコントローラはステータスインジケータおよびコントロールボタン

を装備しています。

前面パネル

前面から背面に向かって冷却する、ホットスワップ可能なファンモジュール X
6。

冷却

このサーバの PCIeバススロットで InfiniBandアーキテクチャをサポートしま
す。

InfiniBand

概要
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説明機能

サーバの SFFバージョンでは、3つのハーフハイトライザースロットがサポー
トされています。

•ライザー 1A（3 PCIeスロット）

•ライザー 1B（ドライブベイ X 2）

•ライザー 2A（3 PCIeスロット）

•ライザー 3A（2 PCIeスロット）

•ライザー 3B（2つのドライブベイ）

•ライザー 3C（フルレングス、ダブル幅 GPU 1個）

すべてのライザーがすべてのサーバ設定オプションで使用できるわ

けではありません。

（注）

SATAインターポーザまたはストレージコントローラ用の 1つまたは 2つの専用
スロット（サーバのタイプによって異なる）。

拡張スロット

背面パネル：

• 1つの 1Gbase-T RJ-45管理ポート

• 2つの 10Gbase-T LOMポート

• RS-232シリアルポート（RJ45コネクタ）x 1

• DB15 VGAコネクタ × 1

• USB 3.0ポートコネクタ x 2

•各種のインターフェイスカードを搭載できるフレキシブルモジュール型
LAN on Motherboard（mLOM）スロット x 1

前面パネルは、以下を提供する1つのKVMコンソールコネクタをサポートしま
す。

• USB 2.0コネクタ X 2、

• VGA DB15ビデオコネクタ X 1

•シリアルポート（RS232）RJ45コネクタ X1

インターフェイス

概要

39

概要

サーバ機能の概要



説明機能

内部ストレージデバイス
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説明機能

• UCSC-C240-M6S:

•最大 12台の SFF SAS/SATAハードドライブ（HDD）または SAS/SATA
ソリッドステートドライブ（SSD）が搭載可能。

•オプションで、最大4台のSFFNVMePCIeSSD。これらのドライブは、
前面ドライブベイ 1、2、3、および 4にのみ配置する必要があります
が、SAS /SATAドライブと混在させることができます。残りのベイ（5
～ 12）には、SAS/SATA SSDまたは HDDを装着できます。任意の台
数の NVMeドライブを搭載したサーバには、2つの CPUが必要です。

•オプションで 1台の前面 DVDドライブを装着可能。

•オプションで、最大 2つの SFF背面 SAS / SATA / NVMeドライブ

• SATAインターポーザを使用する場合は、最大 8台の SATA専用ドラ
イブを取り付けることができます（スロット 1〜8のみ）。

• UCSC-C240-M6SX:

•最大 24台の前面 SFF SAS/SATAハードドライブ（HDD）または
SAS/SATAソリッドステートドライブ（SSD）を搭載できます。
20-10-2021 12:24

•オプションで、最大 4台の前面 SFF NVMe PCIe SSD。これらのドライ
ブは、前面ベイ 1、2、3、4にのみ配置する必要があります。残りのベ
イ（5～ 24）には、SAS/SATA SSDまたは HDDを装着できます。任意
の台数の NVMeドライブを搭載したサーバには、2つの CPUが必要で
す。

•オプションで、最大 4台の SFF背面 SAS / SATA / NVMeドライブ

• UCSC-C240-M6N:

•最大 12台の前面 NVMe（専用）ドライブ

•オプションで、最大 2台の背面 NVMe（専用）ドライブ

•任意の台数の NVMeドライブを搭載したサーバには、2つの CPUが必
要です。

• UCSC-C240-M6SN:

•最大 24台の前面 NVMeドライブ（のみ）。

•オプションで、最大 2台の背面 NVMeドライブ（のみ）

• 2台の CPUは NVMe SSDを選択する時に必要です。

•その他のストレージ：

概要
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説明機能

マザーボード上のミニストレージモジュールコネクタは、2つの SATA
M.2SSDを保持するブート最適化RAIDコントローラキャリアをサポー

•

トします。容量の異なる SATA M.2 SSDの同時使用はサポートされま
せん。

•ブートボリュームとして使用するオプションの 2 M.2 RAIDカード。

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）ファームウェアを実行するベー
スボード管理コントローラ（BMC）。

CIMCの設定に応じて、1GE管理専用ポート、1GE/10GE LOMポート、または
Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）を介して CIMCにアクセスできま
す。

CIMCはサーバ内の特定のコンポーネント（Cisco 12G SASHBAなど）を管理し
ます。

組み込み管理プロセッサ

1つの SATAインターポーザボード、12G RAID HBA、または 1つまたは 2つの
12G SAS HBAを専用スロットに差し込みます。

• SATAインタポーザボード:

•最大 8台の SATA専用ドライブ（スロット 1〜8）の AHCIサポート

• UCSC-C240M6-Sサーバでのみサポート

• 4 GB FBWC搭載Cisco 12G RAIDコントローラ（UCSC-240-M6Sサーバ用）

• RAIDサポート（RAID 0、1、5、6、10、50、および 60）と SW RAID0

•最大 14台の SAS/SATA内蔵ドライブをサポートします。

• 4 GB FBWC搭載 Cisco M6 12G SAS RAIDコントローラ（UCSC-240-M6SX
サーバ用）

• RAIDサポート（RAID 0、1、5、6、10、50、および 60）と SRAID0

•最大 28台の SAS/SATA内蔵ドライブをサポートします。

• CiscoM6 12GSASHBA（UCSC-240-M6SおよびUCSC-240-M6SXサーバ用）

• RAIDは 0、1、および 10をサポートします。

• JBOD /パススルーモードのサポート

•各 HBA最大 14台の内蔵 SAS/SATAドライブをサポートします

ストレージコントローラ

マザーボードの mLOM専用スロットには、Cisco仮想インターフェイスカード
（VIC）を柔軟に装着できます。

モジュール型 LAN on
Motherboard（mLOM）スロット
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説明機能

Cisco Intersightがサーバ管理を行います。サーバ管理

サーバには、Cisco IntegratedManagement Controller（CIMC）4.2（1）以降が必要
です。

CIMC

表 11 :サーバ機能、LFF

説明機能

2ラックユニット（2RU）シャーシシャーシ

1つまたは 2つの第 3世代 Intel Xeonプロセッサ。セントラルプロセッサ

Intel® C621シリーズチップセットチップセット

registered DIMM（RDIMM）または load-reduced DIMM（LRDIMM）用の 32個の
スロットと、Intel®Optane™パーシステントメモリモジュール（DCPMM）のサ
ポート

メモリ

マルチビットエラー保護をサポートします。マルチビットエラー保護

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）は、Matrox G200eビデオ/グラ
フィックスコントローラを使用してビデオを提供します。

•ハードウェアアクセラレーションを備えた内蔵 2Dグラフィックスコアで
す。

• DDR2/3メモリインターフェイスは最大 512 MBのアドレス可能メモリをサ
ポートします（デフォルトで8MBがビデオメモリに割り当てられます）。

•最大 1920 X 1200 16bpp、60Hzのディスプレイ解像度をサポートします。

•高速な内蔵 24ビット RAMDAC

•第1世代の速度で動作するシングルレーンPCI-Expressホストインターフェ
イス

ビデオ

概要
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説明機能

背面パネル：

• 1つの 1Gbase-T RJ-45管理ポート

• 2つの 10Gbase-T LOMポート

• RS-232シリアルポート（RJ-45コネクタ）X 1

• DB15 VGAコネクタ× 1

• USB 3.0ポート X 2

•各種のインターフェイスカードを搭載できるフレキシブルモジュール型
LAN on Motherboard（mLOM）スロット X 1

前面パネルは、以下を提供する1つのKVMコンソールコネクタをサポートしま
す。

• USB 2.0コネクタ X 2、

• VGA DB15ビデオコネクタ X 1

•シリアルポート（RS232）RJ45コネクタ X1

ネットワークおよび管理 I/O

以下のホットスワップ可能な電源ユニットから最大 2つ選択できます。

• 1050 W（AC）

• 1050 W（DC）

• 1600 W（AC）

• 2300 W（AC）

最低 1台の電源ユニットが必須です。さらに 1台を追加して 1 + 1の冗長性を確
保できます。2つの電源装置を使用する場合は、同じタイプで同じワット数であ
る必要があります。

電力

Advanced Configuration and Power Interface（ACPI）4.0規格をサポートしていま
す。

ACPI

前面パネルコントローラはステータスインジケータおよびコントロールボタン

を装備しています。

前面パネル

前面から背面に向かって冷却する、ホットスワップ可能なファンモジュール X
6。

冷却

このサーバの PCIeバススロットで InfiniBandアーキテクチャをサポートしま
す。

InfiniBand
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説明機能

•ライザー 1B（ドライブコントローラ用に 1個の PCIeスロットと 2個の
HDDスロット）

•ライザー 2A（3 PCIeスロット）

•ライザー 3B（2 HDDスロット）

拡張スロット

背面パネル：

• 1つの 1Gbase-T RJ-45管理ポート

• 2つの 10Gbase-T LOMポート

• RS-232シリアルポート（RJ45コネクタ）x 1

• DB15 VGAコネクタ × 1

• USB 3.0ポートコネクタ x 2

•各種のインターフェイスカードを搭載できるフレキシブルモジュール型
LAN on Motherboard（mLOM）スロット x 1

前面パネル：KVMコンソールコネクタX 1（USB 2.0コネクタX 2、VGADB15
ビデオコネクタX1、シリアルポート（RS232）RJ45コネクタX1を接続可能）
をサポート。

インターフェイス

• 12のドライブバックプレーンを備えた大型フォームファクタ（LFF）ドラ
イブ。サーバは最大の場合、次のように装備できます。

• 12台の LFF 3.5インチフロントローディング SAS専用ハードドライブ
（HDD、4台のミッドプレーン LFFドライブ、

•オプションで、最大4台の3.5インチミッドプレーンSAS専用LFFHDD

•オプションで最大 2台の背面 SAS/SATA HDD/SSD、または最大 2台の
背面 NVMe PCIe SSDドライブを装着可能。

•マザーボード上のミニストレージモジュールコネクタは、2つの SATA M.2
SSDを保持するブート最適化 RAIDコントローラキャリアをサポートしま
す。容量の異なる SATA M.2 SSDの同時使用はサポートされません。

内部ストレージデバイス
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説明機能

12GRAIDHBAまたは 12G SASHBAは、ライザー 1Bのスロット 1（下部スロッ
ト）に差し込みます。

• 4GB FBWCを搭載した Cisco M6 12G SAS RAIDコントローラ

• RAIDサポート（RAID 0、1、5、6、10、50、および 60）と SRAID

•最大 32台の SAS/SATA内蔵ドライブをサポートします。

•ライザー 1Bのドライブスロット 1に接続

• Cisco M6 12G SAS HBA

• RAID 0、1、10のサポート

• JBOD/パススルーモードのサポート

•最大 32台の SAS/SATA内蔵ドライブをサポートします。

•ライザー 1Bのスロット 1に接続

ストレージコントローラ

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）ファームウェアを実行するベー
スボード管理コントローラ（BMC）。

CIMCの設定に応じて、1GE管理専用ポート、1GE/10GE LOMポート、または
Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）を介して CIMCにアクセスできま
す。

CIMCはサーバ内の特定のコンポーネント（Cisco 12G SASHBAなど）を管理し
ます。

組み込み管理プロセッサ

マザーボードの mLOM専用スロットには、Cisco仮想インターフェイスカード
（VIC）を柔軟に装着できます。

モジュール型 LAN on
Motherboard（mLOM）スロット

Cisco Intersightがサーバ管理を行います。サーバ管理

このサーバには、Cisco IntegratedManagementController 4.2（1）以降が必要です。CIMC

サービス可能なコンポーネントの場所
ここでは、フィールドで交換可能なコンポーネントとサービス関連の品目の場所を示します。

次の図に、上部カバーを取り外した状態のサーバーを示します。
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図 7 : Cisco UCS C240 M6サーバ、サービス可能なコンポーネントの場所

冷却ファンモジュール（6、ホットスワップ可能）2フロントローディングドライブベイ。1

CPUソケット 14マザーボード上の DIMMソケット（CPUあたり
16個）

DIMMスロットの番号付けについては、DIMM装
着規則とメモリパフォーマンスに関するガイドラ

インを参照してください。

サーバの動作中は、エアーバッフルが

DIMMとCPUの上にあります。エアー
バッフルは、この図には表示されてい

ません。

（注）
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PCIeライザー 2（PCIeスロット 4、5、6。番号は下
から上へ）。次のオプション付き:

• 2A（デフォルトオプション）：スロット4（機
械式x24、電気式x8）は、フルハイトの3/4カー
ドをサポートします。スロット5（機械式x24、
電気式 x 16）は、フルハイトのフルレングス
GPUカードをサポートします。スロット 6（機
械式 x16、電気式 x8）は、フルハイトのフルレ
ングスカードをサポートします。

8PCIeライザー 3（PCIeスロット 7および 8。番号
は下から上へ）。次のオプションがあります。

• 3A（デフォルトオプション）：スロット 7
（x16機械式、x8電気式）、および 8（x16機
械式、x8電気式）。両方のスロットはフルハ
イト、フルレングスGPUカードを使用できま
す。

• 3B (ストレージオプション)—スロット 7 (x24
機械的、x4電気的)、および8 (x24機械的、x4
電気的)。両方のスロットで 2.5インチ SFFユ
ニバーサル HDDを装着できます。

• 3C（GPUオプション）：スロット 7（機械式
x 16、電気式 x 16）および空 8（一度に 1つの
スロットに制限）。スロット 7は、フルハイ
トでフルレングスのGPUカードをサポートで
きます。

7

-PCIeライザー 1（PCIeスロット 1、2、3。番号は
下から上へ）。次のオプション付き:

• 1A（デフォルトオプション）：スロット 1
（機械式 x24、電気式 x8）は、フルハイトの
3/4カードをサポートします。スロット 2（機
械式 x 24、電気式 x 16）は、フルハイトのフ
ルレングスGPUカードをサポートします。ス
ロット 3（機械式 x16、電気式 x8）は、フル
ハイトのフルレングスカードをサポート。

• 1B（ストレージオプション）：スロット1（機
械式 x24、電気式 x8）は、フルハイトの 3/4
カードをサポートします。スロット 2（電気
式 x4）、2.5インチ SFFユニバーサルHDDを
サポート。スロット 3（電気式 x 4）、2.5イ
ンチ SFFユニバーサル HDDをサポート。

シャーシは、この PCIeスロット
で内部 USBドライブ（表示され
ていません）をサポートします。

USBドライブの交換を参照してく
ださい。

（注）
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サポートされるコンポーネントの部品番号などの、このサーバのすべてのバージョンの技術仕

様シートは、『CiscoUCSServersTechnical SpecificationsSheets』に記載されています（「Technical
Specifications」まで下へスクロールしてください）。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


